環境・エネルギー研究科 　助手・研究助手・助教共通応募用紙 様式４

提出日（西暦）         年  月  日

           年度 助手・研究助手・助教 候補（いずれかに○）
 研究業績書
氏名                印
	項  目
	内  容

	１．研究活動

	①当初の研究計画とその達成状況：学位論文の計画と進捗状況（修士論文からの継続と捉えてよい）、学位取得者はその後の研究について記載する、②競争的研究補助金等の獲得状況：年度・補助金等の名称・課題名（代表者名）とその内容、自分の分担内容と成果、③共同研究・学外連携の実施状況：年度・題名・連携企業名・研究資金・成果等

	
	

	２．成果発信
	①査読あり論文、②査読なし論文・口頭発表、③総説・解説等、④著書、⑤特許、⑥その他について、分類別に記載のこと。分類ごとに年代の新しいものから古いものへ順に記入する。記載方法は次の通り。【著者(申請者含む：掲載順に)、題名、掲載誌（論文・解説等）/発表箇所（口頭発表等）/発刊箇所（著書等）、巻号･開始ﾍﾟｰｼﾞ－終了ﾍﾟｰｼﾞ（論文・口頭発表等）/章節・開始ﾍﾟｰｼﾞ-終了ﾍﾟｰｼﾞ（著書等）、発行/発表/発刊年月　など】 ⑦.表彰・受賞：受賞箇所・年月日・受賞対象内容等

	
	

	３．教育活動
	年度ごとに以下を記載する。①関与した授業科目とその関与状況、②作成した教科書、教材、参考書等の状況、③その他教育活動上で特記すべき事項

	
	

	４．その他特記すべき事項
	学会や社会における主な活動などを記述する。①所属学会（会員資格等、入会年月～退会年月：現在も継続している場合は退会年月を記載せず、以下同様）、②就任委員会委員等（箇所名、就任年月～解任年月）、③他大学等の非常勤講師（大学・学部名、役職、開始年月～終了年月）、④社会的機関への所属（会員資格等、入会年月～退会年月）、⑤その他社会活動上等で特記すべき事項
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